
耐える夏から工夫する へ
○○○○ 株式会社
業界・業種：産業廃棄物処理業
従業員規模：26名(熱中症予防管理者1名含む)
地域：東京都

背景・（課題・ニーズ）

近年、日本の夏は気温が軽く30度を超え、40度に迫るような猛暑日も見られます。特に屋外での作業は、
熱中症の危険が高まります、当社では以下のような熱中症予防対策に取り組んでおります。

プロジェクト内容

朝礼にてKY活動
現在の気温及び予想最高気温発表！
指差し呼称『安全確認良し』

屋外作業の際 冷水ベスト着用

付属の保冷剤を入れて完了
保冷効果約2時間続きます。

気温32度
砂利袋詰め作業

この一杯が命を守る

塩飴・飲料水の設置

道路掃除のため放水
 『打ち水効果あり！』

やってみての効果 今後の目標・課題

☆ 今年の夏は始まったばかりですが、今のところ
1人も熱中症が疑われる事例は出ておりません。

☆ 今後も熱中症予防グッズを最大限に活用し、
熱中症の発生防止とゼロ災害の実現を目指します。

いつでも水分補給可能

黒球式熱中症指数計導入

1日3回計測注意
を呼びかける。

作成事例
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